
1
月
17
日
、
伊
奈
町
長
お
よ
び

つ
く
ば
み
ら
い
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
列
席
の
な
か
、
友
好

都
市
提
携
協
定
調
印
式
が
伊
奈
町

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
取

組
み
で
す
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
相
互
の

発
展
に
努
め
ま
す
。

◎
友
好
都
市
提
携
に
至
る
経
緯

つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
平
成
18

年
に
筑
波
郡
旧
伊
奈
町
と
谷
和
原

村
の
合
併
に
よ
り
新
た
に
誕
生
し

た
市
で
す
。
旧
伊
奈
町
は
当
町
と

同
じ
く
、
関
東
郡
代
伊
奈
氏
に
そ

の
名
を
由
来
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
町
に
あ
っ
て
は
ニ
ュ

ー
シ
ャ
ト
ル
の
、
つ
く
ば
み
ら
い

市
に
あ
っ
て
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
沿
線
に
位
置
し
、
鉄
道
沿

線
整
備
に
伴
い
急
速
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
共
通
性
が
あ
り
ま
す
。

◎
友
好
都
市
提
携
の
内
容

1
両
市
町
間
の
人
々
の
交
流

2
産
業
交
流
お
よ
び
観
光
の
振
興

に
関
す
る
交
流

3
歴
史
・
教
育
・
文
化
・
芸
術
に

関
す
る
交
流

4
災
害
時
の
相
互
応
援

5
そ
の
他
両
市
町
の
友
好
関
係
推

進
に
必
要
な
事
業

福
岡
堰
桜
並
木

関
東
三
大
堰
の
ひ
と
つ
で
、
い

ば
ら
き
観
光
百
選
に
も
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
約
1.8
㎞
に
も
お
よ
ぶ

堤
に
咲
き
誇
る
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が

見
事
で
す
。
さ
く
ら
の
開
花
時
期

に
は
「
福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、県
内
は
も
ち
ろ
ん
、

県
外
か
ら
も
多
く
の
花
見
客
が
訪

れ
賑
わ
い
ま
す
。

綱
火

毎
年
8
月
23
、
24
日
、
火
難
を

払
い
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
地
区

の
愛
宕
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

小
張
松
下
流
と
高
岡
流
の
二
流
派

が
あ
り
、
国
の
重
要
無
形
民
族
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
掛
け
花
火
と
人
形
が
夜
空
に

映
し
出
さ
れ
る
様
子
は
、
ま
さ
に

歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

間
宮
林
蔵
記
念
館

18
世
紀
後
半
に
こ
の
地
で
生
ま

れ
育
ち
、
江
戸
に
出
て
、
北
方
で

活
躍
し
た
大
探
険
家
で
測
量
家
で

あ
る
「
間
宮
林
蔵
」
を
紹
介
す
る

た
め
、
旧
伊
奈
町
が
顕
彰
事
業
の

一
つ
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。

全
国
各
地
か
ら
収
集
し
た
数
少
な

い
貴
重
な
資
料
の
ほ
か
、
現
子
孫

宅
に
伝
わ
る
遺
品
、
林
蔵
に
ま
つ

わ
る
史
跡
な
ど
を
お
り
ま
ぜ
な
が

ら
テ
ー
マ
ご
と
に
、
分
り
や
す
く

展
示
し
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
み
ら
い
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

w
w
w
.city.tsukubam

irai.lg.jp

4

つくば�
みらい市�

自治体基礎データ�
（平成25年1月1日現在）�

伊奈町�

43,631人�

14.80��

47,081人�

79.14��

人  

口�

面  

積�

つくばみらい市�

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
み
ど
こ
ろ

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
み
ど
こ
ろ

6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
と

友
好
都
市
提
携
協
定
を
締
結

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
と

友
好
都
市
提
携
協
定
を
締
結

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
と

友
好
都
市
提
携
協
定
を
締
結
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主
な
町
長
提
出
議
案

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
平
成
24
年
度
伊
奈

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

＝
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
平
成
24

年
12
月
16
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
緊
急
に
一
般
会
計
補
正

予
算
を
編
成
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
平
成
24
年
11
月
26
日
に
平

成
24
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）
の
専
決
処
分
を

し
た
の
で
、
承
認
を
求
め
た
も
の

で
す
。

●
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
委
員
の
澤

田
誠
一
氏
が
平
成
24
年
12
月
21
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

同
氏
を
再
任
命
す
る
案
が
提
出
さ

れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
＝
公
平
委
員
会
委
員
の
山

口
正
利
氏
が
平
成
24
年
12
月
21
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

同
氏
を
再
選
任
す
る
案
が
提
出
さ

れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）
＝
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
1
億
2,
4
5
7
万
9
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
1
0
0
億

7,
7
9
2
万
7
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

（
そ
の
他
の
補
正
予
算
）

・
平
成
24
年
度
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

・
平
成
24
年
度
伊
奈
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

●
伊
奈
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
常
勤
の
一
般

職
職
員
の
定
数
の
う
ち
、
そ
の
定

数
に
含
ま
な
い
職
員
を
明
確
化
す

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
国
民

健
康
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

限
度
額
等
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

●
伊
奈
町
暴
力
団
排
除
条
例
＝
暴

力
団
排
除
活
動
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
町
の
基
本
理
念
等
に
つ
い

て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
つ
い
て
＝
白
岡
町

の
市
制
施
行
お
よ
び
蓮
田
市
白
岡

町
衛
生
組
合
の
名
称
変
更
に
伴
い
、

埼
玉
県
総
合
事
務
組
合
規
約
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
＝

西
小
針
一
丁
目
79
番
76
地
先
か
ら

西
小
針
一
丁
目
79
番
16
地
先
、
西

小
針
一
丁
目
1
0
4
番
10
地
先
か

ら
西
小
針
一
丁
目
79
番
11
地
先
、

西
小
針
一
丁
目
1
0
4
番
9
地
先

か
ら
西
小
針
一
丁
目
79
番
6
地
先
、

西
小
針
一
丁
目
79
番
2
地
先
か
ら

西
小
針
一
丁
目
79
番
1
0
0
地
先
、

西
小
針
四
丁
目
1
9
1
番
21
地
先

か
ら
西
小
針
四
丁
目
1
9
1
番
24

地
先
ま
で
を
新
た
に
町
道
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
＝
伊
奈
町
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。

・
指
定
管
理
者
　
社
会
福
祉
法
人

伊
奈
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
28
年
3
月
31
日

5

平
成
24
年
12
月
定
例
議
会
は
、

12
月
4
日
に
開
会
し
、
平
成

23
年
度
決
算
（
7
件
）
を
認

定
、
ま
た
、
平
成
24
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長

提
出
の
議
案
12
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
、
12
月
18
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

条例の目的

この条例は、暴力団を排除するための活動の推進に関す
る基本理念を定め、町や町民、町内事業者の責務を明らか
にするとともに、町民の生活の安全と平穏を確保し、社会
経済活動の健全な発展に寄与することを目的としています。

条例の概要

①基本理念

暴力団排除活動は、「暴力団を恐れないこと」「暴力団に
資金を提供しないこと」「暴力団を利用しないこと」を基
本理念とし、何人も、暴力団員または暴力団関係者と不適
切な関係を有しないこととしています。

②町の責務

町は、公共工事その他の町の事務または事業において、
暴力団を利することにならないよう必要な措置を講じると
ともに、町立中学校で暴力団排除活動に係る教育が必要に
応じて行われるよう適切な措置を講じることとしています。
また、町民および町内事業者への情報提供、啓発活動お

よび広報活動に努めるものとしています。
③町民および事業者の責務

町民および町内事業者は、基本理念にのっとり暴力団排
除活動に取り組むとともに、町の暴力団排除活動に関する
施策に協力するものとしています。
また、暴力団排除活動に資すると認められる情報を得た

ときは、町へ積極的に情報提供するよう努めるものとして
います。

暴力団を排除するためには、町、町民、町内事業者が連携、協力して取り組む必要があります。その
意思を強く表明するために「伊奈町暴力団排除条例」が12月議会において可決され制定しました。

「伊奈町暴力団排除条例」を制定しました

12
月
定
例
議

月
定
例
議
会�

12
月
定
例
議

月
定
例
議
会�

12
月
定
例
議
会�
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